
     

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◍発行日 令和 4年 12 月 1 日 

◍発 行 斜里町自治会連合会 

〒099-4192 斜里町本町１２番地 

斜里町役場内 

☎0152-23-3131 内線 141 

不在日：土・日・月・祝日 

 

安全・安心・住みよい 

地域づくりのため

に 

自治会活動功績者表彰 

杵渕 寛さん 

中斜里自治会 

平成２４年度から中斜里自

治会会長としてご活躍 

■防犯部会では新光町自治会を対象に、３２９世帯を今年と来年の 

２年に分けて行なう予定です。活動内容は来月号で報告します。 

日  時 令和４年１２月４日（日）午前１０時から 

集合場所 北海羽田コンクリート事務所前駐車場 

 

歳末防犯啓発活動 12 月 4 日新光町自治会で実施します 
防犯部会 

 

在原建城さん 

新光町自治会 

平成２２年度から 

防犯部長としてご活躍 

藤谷佐智子さん  

自治会連合会 

平成１６年度から自治会

連合理事及び女性部会部

会長としてご活躍 

■１１月３日（木）１０時から、ゆめ

ホール知床文化ホールで感謝状の授

与式が行われました。 

感謝申し上げます 

ご尽力いただいたみなさまに 

星 修一さん 

望岳自治会 

平成６年度から 

自治会役員としてご活躍 

菊池律子さん 

朝日町第三自治会 

平成２２年度からふれあいネット

ワーク福祉委員としてご活躍 

鈴木美智子さん 

朝日町第三自治会 

平成２２年度からふれあいネッ

トワーク福祉委員としてご活躍 

新光町自治会 

平成２２年度から 

防犯部長としてご活躍 

山田克己さん 

朝日第二自治会 

平成２８年度から 

自治会副会長としてご活躍 

立花ツヤ子さん 

朝日町第三自治会 

平成２２年度からふれあいネット

ワーク福祉委員としてご活躍 

新光町自治会 

平成２２年度から 

防犯部長としてご活躍 

佐藤祐子さん 

朝日町第三自治会 

平成２２年度からふれあいネッ

トワーク福祉委員としてご活躍 

新光町自治会 

平成２２年度から 

防犯部長としてご活躍 

鈴木三千代さん 

朝日町第三自治会 

平成２２年度からふれあいネッ

トワーク福祉委員としてご活躍 

新光町自治会 

平成２２年度から 

防犯部長としてご活躍 

保村篤美さん 

朝日町第三自治会 

平成２２年度からふれあいネット

ワーク福祉委員としてご活躍 

新光町自治会 

平成２２年度から 

防犯部長としてご活躍 

林川 渉さん 

朝日町第三自治会 

平成２６年度から 

児童部長としてご活躍 

朝比奈道雄さん 

望岳自治会 

昭和６２年度から 

自治会役員としてご活躍 

 



  

▲文光町第２自治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合会 

花いっぱい運動  

■１１月１１日（金）１４時から、斜里町役場、清里町役場、小清水コミュニティプラザ、ご来賓の

あいさつを頂いた馬場町長は町長室、札幌市の(株)グローカルデザイン、石川県野々市市役所の６か

所をオンラインで結び斜里町自治会連合会主催の研修会を開催しました。グローカルデザイン酒本氏

からは講演を、野々市市連合町内会会長藤田氏からは実践報告を頂きました。初めての試みでありご

迷惑をお掛けすることもありましたが、各連合会役員のみなさま、各行政職員の方々からのご協力で、

これからの自治会運営の課題に必要な情報を共有することができた、実りの多い研修会になりました。 

 

 

 第３９回斜里郡三町自治会連合会役員研修会オンライン開催 

▲中斜里自治会 

花だん紹介 
環境衛生 

部会 

 

■講 演 「これからの地域コミュティ運営」 

■講 師 (株)グローカルデザイン代表取締役 酒本 宏 氏 

〇自治会担い手不足の要因➡・高齢化・ライフスタイル価値観の

多様化・役員の負担が大きい・閉鎖的印象・ニーズとの乖離 

・情報発信と広報の不足 

〇コロナ禍では、自宅にいることが増えた若い世代が地域コミュ

ニティに関心を持ち始めているが、現状のままだと難しい。 

〇自治会活動の『見える化』で自治会を意識してもらう事が必要。 

新聞を読まない、テレビを見ない、ＳＮＳの普及など、社会が

大きく変化している中、広報部を組織して多様な方法で情報発

信（Facebook・Twitter・Instagram・LINE）を行うことが必要。 

■実践報告 「結ネットの活用について」 

■報 告 者 野々市市連合町内会 

      会長 藤田 雅顯 氏 

〇地域のニーズに合わせカスタマイズする

ことができる利点があるため、結ネットア

プリの実証実験を 2016 年からスタート。 

〇スマホでの高齢者の見守り、子ども会の見

守りの活用を開発会社に相談。ＮＴＴとの

実証実験の内容が日経新聞に掲載される。 

 アプリに取り入れることで、自治会組織か

ら発信できることが信頼性を生むと思う。 

 

 

  

 


